
新町自主防災ニュース
２０１９年５月１５日発行 ０２５号

「新町自主防災会」編集（１～４丁目）

大地震（震度５以上）が発生した時の
新町在住の住民の方々の初期行動の再確認をお願いします。

表面 大地震の発生時の各自の行動基準
裏面 特集「在宅避難」 １．メリットとデメリット



メリット デメリット

行政のよる食糧等の物資が確保し易い。

（備蓄量は少なく発生直後不足する。個

人の備蓄品を持ち寄る）

共同生活のためプライバシーもなかなか

ありません。

情報が入手し易い。
人一人がようやくな寝ころべるスペース

が自分のスペース。（狭い）

人が多く心強い・励ましあえる。 着替えるにも人目が気になる。

日常の備えは行政が負担。（直接個人に

コストがかからないー税金）

寝静まった後は、トイレに行く事も大

変。（頻度の高い年寄は特に）

混乱に乗じた盗難被害や性犯罪に注意が

必要。

不安でナーバスになりやすく、もめ事が

起きやすい。

乳幼児連れは肩身が狭い思いをするかも

知れない。

高齢者の方は出される食事が固きて食べ

れない事もある。寝る所もダンボ－ルが

敷いてあるだけ等、身体的につらい。

ペットを飼っている方はペットと同じス

ペースでは住めない。食料・便処理は飼

主責任で行う。

食物アレルギーの方は食料を持参する必

要がある。（援助が円滑になるまで）

人目を気にしなくてよい。（プライバシー

がある）

食量の確保が困難（備蓄が無くなった

後）。

赤ちゃんの泣き声や子供の騒ぎ声による

周囲への気づかいもない。
情報の入手が難しい。

家中にある物が使える分過ごしやすい。 大勢の人がいる安心感がない

住居スペースが広い。

常の備えをするためのコストがかかる。

（家屋・家具の転倒防止・食料備蓄・そ

の他の生活用品の備蓄）

好きな物が食べれる。（備蓄が必要） 近所と共同での防犯の備えが必要。
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災害時はどうする？避難所か在宅避難か！？

「もしもの時に避難所へ行くか？在宅避難を決意するか？」
行政も自主防災会も基本的には在宅避難を奨励していますが、
それぞれ住宅設備・立地環境・家族構成などいろいろです。
その時に備え避難方法を考えておきましょう。

特集 在宅避難 第１回 メリットとデメリット

「避難所に行けば衣食住は何とかなる」は間違い！
• 平成小・かりがね小の避難所には、避難者（約１０００人）の一食分の食量もありません（３００食）。
• 冷暖房は無く、トイレも困ります。
• １人のスペースも寝るのがヤットで狭く、プライバシーもありません。

「避難所には何もありません！雨露を凌ぐ屋根があるだけ！！」です。

「今後の特集予定」

避難所も在宅避難も生きている事が
前提です。 いつ・どこで・なにをしている
時に災害に遭遇するか分かりません。
次回からの特集で、それぞれに適した備
えを考えていきます。
２６号（７月） 季節により異なる備え。
２７号（９月） 遭遇する時間と備え。
２８号（１１月） 被災場所による備え。
２９号（１月） 年齢別（家族別）の備え。
３０号（３月） 車中避難を考える。


